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はじめに



欧州短期海外調査とは？
＜目的＞

ヨーロッパに赴き現地大学生との討論会、企業・国際機関でのヒアリング調
査や視察などを通して、EU政治経済の現状、各国の経済や文化の特質につ
いての理解を深める。

＜やること＞

・基礎ゼミナール（欧州短期海外調査用）への参加

exテキストの輪読、現地でのプレゼンの準備

・現地研修への参加（2024年度はフランスではパリに５日間、ドイツ
ではデュースブルクに２日間、フランクフルトに３日間滞在）

・帰国後の調査報告書の作成
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パリ紹介



PARIS PARIS

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パリの街並みはやはりきれいでおしゃれでした。古くからの建築も多く残っていて、建物の高さの均整がとれていて、余計な表示も少ないので目に美しい町。パリでの観光の思い出。パリを横切るセーヌ川という大きな川があって、名だたる観光名所がパリにはあって、セーヌ川沿いに位置するものも多いので地理をざっと把握するためにもとてもよかったです。天気が悪いと良く聞きますが行ったときは五日のうち一日一瞬降っただけでそのほかはずっと晴れていてきれいな街並みを堪能しました。



Mercure Paris De Lyon

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさんが来年どちらに宿泊されるかはわかりませんが、私たちはリヨン駅というパリでも有数の大きな駅の真横のホテルに泊まりました。基本二人部屋で、洗濯不可だったのとシャワー室が半分ガラスで仕切られてるだけで浴室が水浸しになりかねないのが難点でしたが、そのほかは非常に快適でした。朝食はバイキング形式で、想像通りパンやチーズやハムがたくさんありました。



交流授業
@パリ・シテ大学



パリ・シテ大学

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パリ・シテ大学の日本語学科の学生たちとの交流は、パリ・シテ大学側の代表者による日本語での開会の挨拶より始まりました。そして一橋の生徒一人に対してパリ側の学生が5人ほどつく小グループに分かれ、プレゼンの前にまずアイスブレイクを行いました。見えないボールをイメージし、爆弾ゲームのように相手の名前を呼びながら次々と渡していくゲームでした。このゲームを通して同じグループの人々の名前を自然と覚えられ、名前を呼ぶ事自体が躊躇なくできるようになりました。その後30分ほどのプレゼンと質疑応答を2回行いました。一橋の生徒が発表するだけではなく、パリ側の生徒たちもプレゼンテーマに即した日本語での調査発表を行ってくださいました。日本語の習熟度についてはかなりムラがあるようで、こなれた日本語を話す人もいれば初学者のように見受けられる人も混じっていました。その後懇親会に移り、パリ・シテ大学の生徒から様々な演目を披露していただきました。フランスの文化に関するクイズやバレエに関する発表が日本語にて行われたほか、剣道から派生したスポーツチャンバラの紹介、バイオリンやギター演奏などもしていただけました。最後に我々一橋の学生より、日本の世界的名曲である坂本九の「上を向いて歩こう」を合唱し、締めの言葉を述べてパリ・シテ大学との交流授業は終わりました。しかし、パリ・シテ大学の学生たちのご厚意によって大学学食に連れていってくださることとなり、大学の中庭のようなところで日本語英語を織り交ぜたランチをとることができました。




野村フランス視察報告

視察の概要と学び 榊原将輝



- 野村フランスでの視察を実施

- 欧州市場の現状と業務内容を学習

- Ms. Marine Mazet (Rates Strategist):

- 欧州経済の地位低下とアメリカとの差異

- 欧州市場の現状と課題

- 金澤啓樹氏 (フランス拠点長):

- フランス拠点の業務内容

- 旧リーマン・ブラザーズのオフィス

- エッフェル塔・セーヌ川近くの好立地

視察の概要



- 規制遵守とコンプライアンス:

- フランス・EUの金融規制の遵守が主業務

- 企業の信頼性向上とリスク管理に貢献

- 質疑応答:

- ウクライナ情勢の市場への影響

- 各国のリスク対策と市場の不確実性

- まとめ:

- 日本企業の欧州進出の課題と成功要因
を学ぶ

- 野村フランスの業務理解と市場動向の深
化

つづき
質疑応答
まとめ



STATION F



STATION F
スタートアップ企業とそれを支援する大手企業が交流するためのスタートアップキャンパス。各企
業のオフィス意外にもイベントスペースや地元の人も利用できるカフェテリアが併設されている。



パリ日本文化会館



設立の背景
• 日本の文化をパリの人々に発信

→良好な日仏関係を築く



知的交流

文化芸術交流

主な活動

海外における日本語教育
および日本研究



在仏日本国大使館



日本国大使館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大使館では広報文化外交を担当されている公使の山谷裕幸さんより、日本の政策をフランスでより正確に理解してもらうために現地の記者によるインタビューに応じたり、フランスのインフルエンサーを日本に招聘し、日本に関する好意的な感想を発信してもらうことで対日感情向上を図ったりしていることなどを伺いました。加えてSNS全盛のフェイクニュースが容易に作成、拡散されるようになっている時代において偽情報の拡散と定着を防止するために時に 反論投稿、寄稿なども行うことを学びました。情報を発信する際に大使館としてフランスのどのような層に当該情報を届けたいかという部分についてはコンサル等外部の力も借りながら分析を続けているというところが視察の中で特に印象的なところでした。例えばフランスの場合最大手の新聞「ルモンド」でも発行部数は50万部で、これは朝日新聞の350万部と比較すれば相当に規模が小さいように思えます。しかし主要購読者層について考えると、ルモンドの場合には政治家や企業エリート、インテリ層といった一般的に社会において意思決定権を有している人たちが読んでいることが多いため、例えば日本の重要な政策を理解してもらいたい場合には新聞に寄稿することが効果的になり得ます。大使館において日本の国益のために政策発信や文化広報をしていることは知っていましたが、届ける対象を明確に定めそのために最適な伝達媒体を選択するほど洗練された体系が整っていることは初めて学ぶことができました。




Le Village by CA 
(Crédit Agricole)

2/21訪問

田口蒼一郎



Le Village by CA



インキュベーション
センター

• 資金

• オフィス

• ネットワーク



Define ⇒ Enable ⇒ Scale

1. プログラムに参加し、「ラボ」に入る

2. 事業の特色を考えたビジネスプロジェクトの立案

3. プロジェクトを実行しイノベーションの引き金を引く

4. プロジェクトを軌道に乗せ、イノベーションを持続させる



Q. シリコンバレーとの競争やEUの規制をどう乗り越えるか？

A. 「自国や地域のためにスタートアップする」という需要は少なくない。そ

れに応えることがまず重要。また、規制は市場にとっても必要。しかし真

に優れたイノベーションは、規制をひっくり返すこともなる。最終的には、

市場全体との安定性を求め、かつ規制をリードするような存在となるよ

うなことが理想。そうしたスタートアップのアクセラレーションを目標にし

ている。



屋上からの眺め



安發氏講演会
&ヴェルサイユ宮殿



安發明子氏講演会

安發明子（あわあきこ）氏

パリ在住の研究者

主な分野：子どもの福祉・権利、家庭政策

講演会の要旨：日仏の福祉における違い

・福祉に対する認識差

・犯罪率と福祉の関係

・教育の違い

・「社会」の捉え方

・仏福祉が抱える課題



ヴェルサイユ宮殿見学

パリ活動の最終日は自由行動でヴェルサイユ宮殿へ！

中心地からのアクセス：電車で1時間ほど

⇒我々の集合は7:15でした…

なんとなく見学するなら半日で十分！

逆に離宮も含めて見学するなら少なくとも一日は必要



ケルン大聖堂



ケルン大聖堂
パリ〜デュイスブルク間の移動途中で立ち寄ったケルン大聖堂。

ゴシック様式とステンドグラスが素敵だった。



ランドシャフトパーク
@デュースブルク



Landshaftspark



旧ティッセン製鉄所
↓

景観公園



デュースブルク紹介



Duisburg UniversityDuisburg University

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ドイツに行って二日目がデュイスブルグ大学での討論会でした。私たちは事前にふたグループに分かれて移民に関するプレゼンを作り、発表しました。パリシテ大学のときと違って全員でプレゼンを聞きディスカッションも行う形でした。議論の内容は報告書にまとめてあるので見てみて。移民問題に対する関心も高く知識も多そうで、議論が活発に行われていた印象です。ディスカッションのあとは学食で学生たちと一緒に食事をしました。穏やかで皆さん優しかったし、YOASOBI,アジカン、宇多田ヒカルとか知ってる学生たちもいて話が盛り上がりました。



ホーホフェルト小学校
&デュースブルク市移
民統合政策局



ホッホフェルダー・マルクト小学校 視察

• 移民児童の割合：98%が移民のバックグラウンド

• 課題

o 教室・教師・予算不足

o 厳しい家庭環境（親がいない / 刑務所にいるケースも）

o 言語の壁（ドイツ語を話せない児童多数）

• 学校の取り組み

o ファミリーセンターとして機能

（朝食提供・心のケア・親の就労・生活支援）

o 高学年が低学年にドイツ語を教える制度

o アイデンティティの確立支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんにちは。ホッホフェルダー・マルクト小学校の視察について報告します。�2025年2月24日、私たちは移民の多い地域であるデュースブルクのホッホフェルダー・マルクト小学校を訪問し、校長のポシェン氏からお話を伺いました。この学校では、在籍児童の98%が移民のバックグラウンドを持っています。
学校は深刻な課題に直面していました。教室・教師・予算が不足し、十分な教育環境が整っていません。また、多くの児童が厳しい家庭環境に置かれており、中には親がいない、または刑務所にいるケースもあります。さらに、ドイツ語を話せない児童が多く、言語の壁も大きな問題となっていました。
こうした状況の中で、学校は単なる「教育機関」ではなく「ファミリーセンター」としても機能していました。例えば、毎朝朝食を提供し、子どもたちの心のケアにも力を入れています。また、高学年が低学年にドイツ語を教える仕組みを取り入れ、児童同士の助け合いを促進しています。さらに、単なる学力向上ではなく、コミュニケーションを通じてアイデンティティの確立を支援する取り組みも行われていました。特に、家庭との連携を深め、学校をシェルターのように機能させることで、親が学校内で働いたり、生活を支援できる体制を整えていた点が印象的でした。
この視察を通じて、私たちは「教育とは何か」を改めて考えさせられました。今後、日本でも移民児童の増加が予想されるため、「学力の向上だけでなく、アイデンティティの確立を支援する教育」の重要性を強く感じました。以上です。 



デュースブルク市移民統合事務局 視察

移民統合事務局の役割

言語教育・雇用支援の充実

在留許可・市民権取得のサポート

移民を「社会の一員」として統合

 印象に残った点

統合の鍵は「仕事と社会参加」

教育を通じた次世代の社会統合

東アジアでも今後必要な取り組み

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんにちは。デュースブルク市移民統合事務局の視察について報告します。 私たちは移民統合事務局を訪問し、市統合センターの責任者テアヂッチ氏から話を伺いました。ここでは、移民の社会統合を支援するプログラムが充実しており、特に言語教育や雇用支援に力を入れていることが印象的でした。また、ビザの種類によって異なる統合プログラムが提供され、在留許可や市民権の取得支援も行われています。 特に印象的だったのは、「移民や難民を単なる受け入れ対象ではなく、社会の一員としてどのように機能させるか」という考え方でした。仕事の機会を提供し、社会参加を促すことで、移民・難民の統合を進めます。このアプローチは、受け入れる側にとっても経済的な利益につながるため、移民に対する認識改善にも貢献しているとのことでした。 また、訪問中に特に印象に残った言葉があります。 「移民の増加に伴い、一時的に治安や犯罪のリスクが懸念されるかもしれない。しかし、教育を通じて二世・三世の世代が社会で活躍することで、より良い社会が築かれる」。 日本や韓国でも労働力不足や社会の多様化が進む中、今後移民の受け入れが不可欠になると考えられます。今回の視察を通じて、単なる受け入れではなく、「社会の一員としての定着」を目指すことの重要性を強く感じました。以上です。



フランクフルト紹介&
Mabuchi motor視察



フランクフルト

欧州短期海外調査



デュイスブルク→フランクフルト

デュイスブルクからフランクフルトまでは、

高速鉄道を利用して移動しました。

フランスからドイツまでの移動で使った

ユーロスターではなく、ICEという

ドイツ国内用の国鉄を利用しました。

DB・ICE(ドイツ国鉄・高速鉄道)



フランクフルト市内

欧州中央銀行（ECB）は、ユーロ圏の統一的な金融政策

を担う中央銀行です。1998年6月1日に設立され、

本部はドイツのフランクフルトにあります。

欧州中央銀行は「ユーロ圏の金融政策の決定」や

「ユーロ紙幣の発行」を行なっています。

左の写真は以前欧州中央銀行があった跡地にあるユーロ

のモニュメントです。欧州中央銀行は、現在フランクフ

ルト市の東に移転しています。

欧州中央銀行



フランクフルト中央駅は、ドイツ国内でハンブルク中央

駅に次いで二番目に乗降客数が多い駅です。ただ、駅前

や近くのカイザー通りはかなり治安がわるいことで有名

で、

ドラックの密売人やスリなど犯罪が多くなっています。

地元の人は、「フランクフルトは中央駅のすぐ近くに金

融街があるため、ある程度駅の近くでの犯罪(密売など)は

黙認されており、金融街に犯罪が波及しないようにして

いる」と話していました。

フランクフルト市内

フランクフルト中央駅



マブチモーター

欧州短期海外調査



会社概要

会 社 名

所 在 地

事 業 内 容

設 立

マブチモーター株式会社

千葉県松戸市

小型DCモーターの開発・製造・販売

1954年



マブチモーターの強み

モーターの圧倒的シェア

マブチモーターは車のモーターで世界一位を獲っ

ており、特にドアミラー用モーターやドアロック

用モーターのシェアは70%を超えています。



DCモーターとは

DC(=直流電流)モーター

DC(Direct Current)を電源として動作する小型の

モーターで、扇風機やエアコンといった家電製

品や車、ロボットやラジコンカーなどの玩具な

ど幅広い電化製品で用いられています。



マブチモータードイツ支社

マブチモーターのヨーロッパ支社でフランクフルト国際空港から10km

ほどの位置にある。ヨーロッパや中東などを担当

欧州市場における顧客ニーズに迅速かつ的確に対応するため、現地での研究開発

と販売活動を行っている。マブチモーターの高品質な小型モーターを、欧州を中

心とした広範な地域の自動車、家電、精密機器メーカーなどに提供している。

MABUCHI MOTOR (EUROPE) GmbH



企業戦略

標準化戦略とM&Aによって事業拡大をはかっている。

マブチモーターでは、オーダーメイドで顧客に合わせたモーター作り

ではなく、標準化され安価でも高品質なモーターの製造が得意。

近年では、スイスの医療用モーターの会社を買収したことで、医療用モーターを

はじめとした高単価、低ロットの製品の製造にも力をいれている。

MABUCHI MOTOR (EUROPE) GmbH



Honda R&D



Honda R&D（ドイツ、フランクフルト）

• イギリス、イタリア、ベルギーにも拠点を持つが、ドイツの
フランクフルトに置くこの拠点が技術開発の点で最大規
模。

• ヨーロッパの他社製品の性能分析、エネルギー関連事業
の知見をホンダの製造拠点にフィードバック。近年はEMS
（エネルギーマネジメントシステム）に注力。

• 「規制化と実装の早いヨーロッパ、
実現可能性の壁を作る日本」



終わりに



Thank you for listening!
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